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⼩林 凌 
⽇⽶ 2 つの帝国とスポーツからみるハワイ⽇系 2 世 
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年、157-8 ページ。） 
8 嘉本伊都子、前掲書、2001 年、30-37 ページ。 
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合計 嫁入り 婿入り 







802 556 246 168 78 
昭和 14
（1939） 
1,463 887 27 860 615 245 179 66 
昭和 15
（1940） 
1,358 1.084 16 1,068 819 249 168 81 
昭和 16
（1941） 
1,674 1,258 30 1,228 946 282 220 62 
昭和 17
（1942） 
1,695 1,418 134 1,284 1,028 256 202 54 
表１：日本における朝鮮人の結婚件数の推移 
(資料：朝鮮総督府『朝鮮人人口動態統計』各年、出典：森田芳夫『数字が語る在日韓

























目次 総数 夫日本人・妻朝鮮人 夫朝鮮人・妻日本人 
合計 嫁入り 婿入り 合計 嫁入り 婿入り 
昭和３（1928） 40 11 11 0 29 21 8 
昭和 4（1929） 48 21 21 0 27 21 6 
昭和 5（1930） 66 27 27 0 39 30 9 
昭和 6（1931） 52 21 21 0 31 27 4 
昭和 7（1932） 55 22 22 0 33 29 4 
昭和 8（1933） 48 29 27 2 19 15 4 
昭和 9（1934） 45 25 25 0 20 16 4 
昭和 10（1935） 19 4 4 0 15 14 1 
昭和 11（1936） 40 21 21 0 19 16 3 
昭和 12（1937） 49 23 21 2 26 23 3 
表２：朝鮮における内鮮結婚の件数の推移 
（出典：朝鮮総督府『施政 30 年史』朝鮮総督府、1940 年（復刻版、朝鮮総督府編『朝鮮






















サーおよび女事務員募集、年齢 18 歳以上 25 歳まで。宿舎、被服、食料全部支給」と大看板
を掲げた17。そして集まった女性は、慰安婦されてしまったのであった。 
占領軍慰安婦になった女性は、5つの種類に分けることができた。人数としては、当時の
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ー戦国および近世における人種混合と人種意識」脇田晴子、S・Bハンレー編『ジェンダーの日本史 上
―宗教と民族 身体と性愛』東京大学出版会、1994 年、331－391 ページ。 
22 嘉本伊都子、前掲書、2001 年、40－42 ページ。 
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 5）回答者とパートナーの教育歴  
6）回答者 の海外滞在歴 




第⼆節 アンケート結果の分析  
 アンケートでは 90 名から回答を得た。ただ、アジアでは普及率の低い Facebook を⽤い
て調査を⾏ったことが原因の⼀部とも考えられるが、厚⽣労働省の統計では、韓国 25％ア
メリカ合衆国 18％中国 12％と東アジア内での結婚比率が高いのに対し、今回のアンケー
トでは、アメリカ合衆国 38％、イギリス 19％、カナダ 5％、フランス 5％と欧⽶出身者
が過半数を占めている。また、⼥性の平均年数は 35 歳、パートナーは 36 歳で結婚から


















































































て き た こ と が 考 え ら れ る 。



















































































































































いる組が 20 組あった。短期大学と大学間でに結婚はこの 35 組に含まない。合計的にみる






















































ツであり、ドイツは 1976 年に妻の姓の選択やダブルネームが認められ、1993 年には夫婦別
姓が選択できるようになってはいるが、2018 年のデータでは妻が夫の姓に変える率が 75％



























2019 年の GOBankingRate の調査では普通預金口座の残高は 1,000 ドル未満であり40、貯金文
 















































































41 労働政策研究所・研究機構「専業主婦世帯と共働き世代 1980-2019 年」 
https://www.jil.go.jp/kokunai/statistics/timeseries/pdf/g0212.pdf （最終アクセス⽇2020 年 11 
















 第一節 方言の捉え方 
 第二節 言語のアイデンティティ―トルコ移民を例に― 




















































文学』22 号、2009 年、原田祐貨「沖縄大 学生の方言、標準語、英語の使い分けに見られる言語ヘゲモ
ニー」『自然・人間・社会』38 巻、2005 年。92 ページ 
2 久野マリ子 「首都圏方言の形成と共通語化」『首都圏の言語の実態と動向に関する研究 成果報告書 






































終アクセス 2020 年 11 月 24 日）。 


























7 同上書、119 ページ。 
8 同上。 
9 https://www.maff.go.jp/kanto/nouson/sekkei/kokuei/ryoso/shizen/01.html 








































































































12 同上書、116 ページ 
13 田中 翔太「トルコ系移民の言語意識とアイデンティティ : ドイツ 18都市におけるアンケート調査に


































14 永島寛子「千葉県東海岸部の ことばの世代差に関する一考察 ―文末表現形式―」『ことば : 研究
誌』、1999 年。98 ページ。 
15 大西拓一郎『ことばの地理学―方言はなぜそこにあるのか』 大修館書店、2016 年、149 ぺージ 















(図 4 大西拓一郎『ことばの地理学―方言はなぜそこにあるのか』 大修館書店、2016
年から引用) 
 










































































































23 久野マリ子 「首都圏方言の形成と共通語化」『首都圏の言語の実態と動向に関する研究 成果報告書 
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田中 翔太「トルコ系移民の言語意識とアイデンティティ : ドイツ 18 都市におけるアン
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然・人間・社 会』38 巻、2005 年。 
久野マリ子「首都圏方言の形成と共通語化」『首都圏の言語の実態と動向に関する研究 成
果報告書 首都圏言語研究の視野 』、2014 年。 
福池 秋水 「共通語と首都圏方言のスタイルシフトに関する一考 察 : 現代日本漫画を題
材に」 『関西外国語大学研究論集』107 巻、2018 年。 
三樹陽介『首都圏方言アクセントの基礎的研究』おうふう、2014 年。 
村中淑子「関⻄表現の文末表現についてー個人言語と年齢アイデンティティとの関連『徳
島大学国語国文学』22 号、2009 年。 
 
 
24 大西拓一郎、前掲書、154 ページ。 
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 第 1 節 若林の幼少期 
 第 2 節 日本移住とその背景 
第４章 若林忠志の法政大学時代 











2 世である。若林はハワイでの学生時代から野球に取り組み、1929 年 4 月、法政大学に入
学した。大学卒業後は、1936 年にプロ野球黎明期の大阪タイガースに入団する。若林は戦








































1 森仁志『越境の野球史 日米スポーツ交流とハワイ日系 2 世』関西大学出版、2018 年。 
2 同上書、59 ページ。 
 35 
ら花嫁や家族を呼び寄せ（「呼び寄せ移民」）、ハワイでの永住を目指していくようになった。

































イ日系社会の文化とその変容』ナカニシヤ出版、1998 年、109 ページ。 
4 森仁志、前掲書、59 ページ。 
5 飯田耕二郎『ハワイ日系人の歴史地理』ナカニシヤ出版、2003 年、61 ページ。 
 36 
表１ ハワイの人種別人口 
 1884 年 1890 年 1896 年 1900 年 1910 年 1920 年 1930 年 
日系 116 12,610 24,407 61,111 79,675 109,274 139,631 
白人 16,579 18,939 22,438 26,819 39,158 49,140 73,702 


















 1907 年の日米紳士協定、さらに 1924 年の排日移民法により日本からの新たな移民が途
絶え、ハワイの日本人移民たちがそこでの永住土着を目指したことにより、1900 年代後半
から 1920 年代にかけて、ハワイで生まれる日系 2 世が急速に増えるようになった。この頃
から、日系社会では日本語学校が相次いで建てられるなど、2 世の教育に力を入れるように


























 このようにして、彼ら 2 世は、ハワイのホスト社会からはアメリカ人として生きていく
ことを教育されながら、その裏側では日系社会から日本人としての意識を忘れないように
日本語や日本文化を学ぶことを必要とされていた。これは後に若林を含む日系 2 世が野球
を通じて日米をつなぐ役割を担うことができた 1 つの重大な要因であると考えられる。 
 













7 同上論文、160 ページ。 
8同上論文、158、177 ページ。 文化変容は、タムラの概念である。タムラは、行動様式や
価値観の変化、仲間やクラブでの交流、他民族との通婚、市民権の獲得、ホスト社会と同
一化といった 2 世の経験を、ゴードン（Milton M.Gordon）の構造的同化の概念を中心に
捉え、かつ、文化人類学者のいう民族的アイデンティティを保持しているものとして捉え
ている。 






























初 JAC に参加していた選手たちであった。この 2 チームに加え、日系人チームが次々と結
成されていった。これにより、1908 年には、日系人チームのみのリーグ戦が行われるよう
になるほど、日系人たちの野球に対する興味を持つようになってきていたのである。この時
に日系人たちが野球に注目するようになったのは、主に 2 つの理由が存在する。1 つは慶應
 
10 同上書、64 ページ。 
11 同上書、66 ページ。 
12 同上。 
13 同上書、68 ページ。 





































15 同上書 72 ページ。 
























 若林忠志は 1908 年にオアフ島ワヒアワで生まれた。父親は広島県から自由移民時代の
1901 年にハワイにやってきた若林幸助で、母親のこまも広島県出身であるため、日本人の









17 森仁志、前掲書、82 ページから引用。 
18 同上書、83 ページ。 
19 若林忠志「僕の野球生活」（法政大学高等師範部『鳳生』より）145 ページ。 
20日本人の子弟ばかりであった故か萬事が軍隊式であった。同上。 



































22 同上書、101 ページ。 
23 若林忠志「僕の野球生活」（法政大学高等師範部『鳳生』1933 年 12 月 28 日、146 ペー
ジ。より） 
24 山本茂『七色の魔球―回想の若林忠志』1994 年、7 ページ。 





























若林は本牧中に 7 か月在籍し、1929 年 4 月、ついに法政大学へ入学することになった。
鳴り物入りで法政野球部へ入部した若林であったが、当初は日米の野球の違いに苦しむこ
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ジ。 
27 同上書、28 ページ。 
28 同上書、15 ページ。 
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スボール・マガジン社、1988 年、61 ページ。 
31 同上書、62 ページ。 
32 山本茂、前掲書、47 ページ。 
33 「法政大学の歴史（6）」法政大学校友連合会報、2006 年 1 月 1 日。 
34当時はリーグの優勝チームが翌シーズンを欠場してアメリカ遠征を行うことが慣例とな
っていた。 
35 山本茂、前掲書、82 ページ。 
36 法政大学史委員会・法政大学史センター『法政大学野球部創部 100 周年記念展示会 法


































38 坂上康博『スポーツと政治』山川出版社、2001 年、34 ページ。 
39 同上書、48 ページ。 
40 坂上康博『権力装置としてのスポーツ 帝国日本の国家戦略』講談社選書、1998 年、
181 ページ。 
41 「読売新聞」1933 年 3 月 1 日。「読売新聞」1935 年 2 月 13 日。 
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究』第 9 号、1996 年、16 ページ。 
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44 「読売新聞」1934 年 12 月 8 日。 
45 山本茂、前掲書、139 ページ。森仁志、前掲書、175 ページ。 
 46 
第 1 節 奉祝事業としての満州リーグ 





























46 「読売新聞」1936 年 1 月 11 日。 
47 法政大学史委員会・法政大学史センター、同上書、14 ページ。 
48坂本邦夫『紀元 2600 年の満州リーグ 帝国日本とプロ野球』岩波書店、2020 年、192
ページ。 






































52 同上誌、89 ページ。 
53 『ボールフレンド』1948 年 12 号、7 ページ。 
54国民総力戦の源泉となり、国策遂行への勇猛心を奮い起こしうるようなもの。『野球界』
1941 年 10 月第 2 号、38 ページ。 


































られ、想像を絶するような辛く苦しい生活を強いられていった。1941 年 12 月の真珠湾攻撃
 
56 『野球界』1940 年 11 月第 2 号、169 ページ。 
57 山本茂、前掲書、133 ページ、187 ページ。 




































59 『ボールフレンド』1949 年 4 月号、36 ページ。 
60 『ボールフレンド』1949 年 5・6 月号、45 ページ。 
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・『日布時事』1940 年 1 月 1 日。 
・『ボールフレンド』1948 年 12 号。 
・『ボールフレンド』1949 年 4 月号。 
・『ボールフレンド』1949 年 5・6 月号。 
・『野球界』1940 年 10 月第 2 号。 
・『野球界』1940 年 11 月第 2 号。 
・『野球界』1940 年 12 月第 2 号。 
・『野球界』1941 年 10 月第 2 号。 
・『野球界』1942 年 5 月号。 
・「読売新聞」1933 年 3 月 1 日。 
・「読売新聞」1934 年 12 月 8 日。 
・「読売新聞」1935 年 2 月 13 日。 
・「読売新聞」1936 年 1 月 11 日。 
・若林忠志「僕の野球生活」（法政大学高等師範部『鳳生』1933 年 12 月 28 日。） 
・飯田耕二郎『ハワイ日系人の歴史地理』ナカニシヤ出版 2003 年。 
・池井優『白球太平洋を渡る 日米野球交流史』中公新書、1976 年。 
・内田雅也『若林忠志が見た夢 プロフェッショナルという思想』彩流社、2011 年。 
・沖田行司編『ハワイ日系社会の文化とその変容』ナカニシヤ出版、1998 年。 
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21 国籍問題研究会編『二重国籍と日本』ちくま新書、2019 年、16 ページ。 
22 日本弁護士連合会『国籍選択制度に関する意見書』2008 年、10 ページ。直近のデータがないか調べた





































27 『朝日新聞』、2018 年 9月 24 日、朝刊、３１面。 
28 岩澤直美は、（2018 年当時）早稲田大学に通う「ハーフ」である。父親が日本人で、母親がチェコ人で
ある。 
29 『朝日新聞』、2018 年 9月 24 日、朝刊、３１面。 
 名前（仮称） 年齢層 一方の親の国 インタビュ－実施日 
①  S さん 20 代 父親がイラン人 11 月 8日 
②  M さん 20 代 母親がフィリピン人 12 月 19 日 
③  L さん 10 代 父親がドイツ人 11 月 11 日 





























































































































































































































































































2018 年 9 月 24 日、朝刊。 
日本弁護士連合会『国籍選択制度に関する意見書』、2008 年。 
森本豊富「『マージナル・マン』としての米国日系二世―戦前・戦中期における留日学生
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査グループ ISSP(International Social Survey Program)が 2008 年に日本全国の 16 歳以
上 1800 人に実施したアンケートでは、「あなた自身は，何か宗教を信仰していますか」と
いう質問に対し、49%の人が「宗教を信仰していない」と答えていた1。この 10 年後の





あ」の 3段階）』と『ない（「あまり」、「ほとんど」、「まったく」の 3段階）』の 6段階で
回答してもらったところ、2008 年度調査では 65%の人が『ある』と回答したのに対し、
 
1 西久美子「“宗教的なもの” にひかれる日本人 〜ISSP 国際比較調査（宗教）から〜」『放送研究と調
査』NHK 放送文化研究所 66 ページ 
( https://www.nhk.or.jp/bunken/summary/research/report/2009_05/090505.pdf ) 最終アクセス 2020
年 1月 19 日。 
2 小林利行「日本人の宗教的意識と行動はどう変わったか ～ISSP 国際比較調査「宗教」・日本の結果か
ら～」『放送研究と調査』NHK 放送文化研究所 69 巻、2019 年、53 ページ 
































る高等学校は 96 校、日本カトリック学校連合会に加盟している高等学校は 114 校で、合
計 210 校が存在することが報告されている7。本章では、まず、明治期以降の日本で、外国
 
3 同上、54ページ、最終アクセス 2020 年 1月 19 日。 
4 一般社団法人キリスト教学校教育同盟「学生生徒児童数」『統計』2020 年。同資料、1980 年。 
5 深津容伸「日本人とキリスト教―山梨英和学院の場合―」『山梨英和大学紀要』9巻、2010 年、17 ペー
ジ。 
6 佐藤八寿子『ミッション・スクール―あこがれの園』中央公論新社、2006 年、5－6ページ。 
7 一般社団法人キリスト教学校教育同盟、前載資料。日本カトリック学校連合会へのメールによる問い合






 第 1節 キリスト教主義学校普及の歴史 













始から 20 年未満である 1888 年の統計によると、プロテスタントの神学校が 14 校・生



























参照)12。1899 年 2 月 11 日に発布された大日本帝国憲法 28 条において「信教の自由」が
明文化されていたが、事実上機能していないことが見て取れる。 
 
時期 ミッション 官立 公立 官公立計 
1878（明治 11） 13 0 2 2 
1883（明治 16） 19 1 6 7 
1893（明治 26） 48 1 7 8 
1903（明治 36） 42 1 82 83 
1908（明治 41） 43 1 121 122 
1913（大正 2） 42 1 259 260 
（表１：渡辺良智「ミッション・スクールの女子教育に関する一考察」『青山學院女子短
期大學紀要』62 巻、2008 年、151 ページより筆者作成） 
 
キリスト教伝道者であった本多庸一や井深梶之助らによる文部省への働きかけによ














12 同上書、10－12 ページ。 


































青山女学院 18 30 33 13 20 12 5   7   6 10 31－32 
女子学院 14 30 37 15 15 10 5 5 13  5 10 31－32 
高等女学校 8 28 15 12 13 13 4 6 20  6 15 28 























2008 年、12－15 ページ。 
15 佐藤八寿子、前掲書、55－56 ページ。 
16 基督教学校教育同盟、前掲書、12－14 ページ。 




























が起因していると考えられる。第 2次世界大戦終結後の 1945 年に出版された「日米会話
手帳」は大ベストセラーとなり、その需要をくみ取り、翌年から英語会話のラジオ放送が







19 井上章一、郭南燕、川村信三、前掲書、38－69 ページ。 
20 佐藤八寿子、前掲書、74－75 ページ。 
21 同上書、152 ページ。 






























プロテスタント系学校出身者 33 名、カトリック系学校出身者 14 名、どの宗派にもよらな






23 井上章一、郭南燕、川村信三、前掲書、28－30 ページ。 
24 同上書、164－165 ページ。 
 78 
学校名 宗派 所在地 回答人数 在学年数 
遺愛女子高等学校 プロテスタント 北海道 1 名 6 年 
香蘭女学校 プロテスタント 東京 9 名 6 年（9名） 
恵泉女学園高等学校 プロテスタント 東京 7 名 6 年（7名） 
国際基督教大学高等学校 エキュメニカル 東京 1 名 3 年 
ザビエル高等学校 カトリック 山口 1 名 3 年 
静岡英和女学院高等学校 プロテスタント 静岡 1 名 6 年 
上智福岡高等学校 カトリック 福岡 1 名 6 年 
聖カタリナ学園光が丘女子高等学校 カトリック 愛知 1 名 3 年 
聖心女子学院高等科 カトリック 東京 1 名 12 年 
聖セシリア女子高等学校 カトリック 神奈川 1 名 12 年 
聖マリア女学院高等学校 カトリック 岐阜 2 名 6 年（2名） 
仙台白百合高等学校 カトリック 宮城 3 名 6 年（3名） 
捜真女学校高等学校 プロテスタント 神奈川 1 名 6 年 
東洋英和女子学院 プロテスタント 東京 6 名 12 年（4名） 
6 年（2名） 
日向学院高等学校 カトリック 宮崎 1 名 6 年 
フェリス女学院高校 プロテスタント 神奈川 3 名 6 年（3名） 
不二聖心女子学院 カトリック 静岡 1 名 6 年 
宮城学院高等学校 プロテスタント 宮城 1 年 3 年 
明治学園高等学校 カトリック 福岡 1 名 6 年 
立教女学院高等学校 プロテスタント 東京 4 名 12 年（2名） 
6 年（2名） 
和歌山信愛女子高等学校 カトリック 和歌山 1 名 6 年 
（表 3：アンケート調査概要、筆者作成） 
 
回答者は、2016 年度卒業が 27 名、2015 年度卒業が 6名、2017 年度卒業が 6名、2012


































































































































































 名前（仮称） インタビュー実施日 出身校 在学年数 卒業年度 
１ A さん 2020 年 11 月 5日 仙台白百合高等学校 6 年 2016 年 
２ B さん 2020 年 11 月 10 日 香蘭女学校 6 年 2017 年 
３ C さん 2020 年 11 月 17 日 東洋英和女子学院 6 年 2012 年 
４ D さん 2020 年 11 月 10 日 宮城学院高等学校 6 年 2016 年 


































































































































 2014 年 2015 年 2016 年 2017 年 2018 年 
中等部受洗
者数 
2 名 2 名 0 名 2 名 1 名 
高等部受洗
者数 













26 井上順孝、「ポスト・サリン事件の学生の宗教意識とオウム真理教観 ―20 年間に生じた宗教意識の変





























日本の結果から～」『放送研究と調査』NHK 放送文化研究所 69 巻、2019 年。 
(https://www.nhk.or.jp/bunken/research/yoron/pdf/20190401_7.pdf) 最終アク
セス 2020 年 1 月 19 日。 
佐藤八寿子『ミッション・スクール―あこがれの園』中央公論新社、2006 年。 
西久美子「“宗教的なもの” にひかれる日本人 〜ISSP 国際比較調査（宗教）から〜」
『放送研究と調査』NHK 放送文化研究所、2009 年
(https://www.nhk.or.jp/bunken/summary/research/report/2009_05/090505.pdf) 
最終アクセス 2020 年 1 月 19 日。 





要』62 巻、2008 年。 
